




要旨:過去 15年間に京都大学小児科に入院した川崎病症例のうち、その後経過観察し得て

いる 185 例について冠動脈病変の予後を検討した。(1)川崎病急性期治療を受けた 75 例の

うち、γグロブリン投与群と非投与群とで冠動脈病変の発生率を比較検討した。(2)冠動

脈造影を施行した 110 例について、その後の冠動脈病変の変化を後視的に検討した。その

結果、(1)γダロブリン投与群では非投与群と比較して冠動脈病変発生率は有意に低く、

γグロブリンの冠動脈病変発生に対する抑制効果が示された。(2)初回造影で拡大性病変

のみを認めた冠動脈のうち 48%が造影上正常化し、29%に狭窄性病変が新たに出現した。

狭窄性病変の出現時期は、川崎病発症から 1 年以内が 48%、3 年以降か 52%であり、最長

は 9年 6か月後であった。冠動脈狭窄性病変は川崎病発症から長期経過後にも新たに出現

する場合があり、川崎病後長期間の経過観察が必要と考えられた。


